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「
街
づ
く
り
の
担
い
手
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
終
え
て 

 

実
行
委
員
長 

岩 

浪 

岳 

史
（
副
理
事
長
） 

 

十
一
月
四
日
、
六
月
よ
り
準
備
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
「
街
づ
く
り
の
担
い
手
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
多
摩
地
区
建
設
業
合
同
企
業
説
明
会
と
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
終
了
致
し
ま
し
た
。
先
ず

は
こ
の
場
を
お
借
り
致
し
ま
し
て
、
開
催
に
ご
尽

力
頂
い
た
関
係
者
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

御
礼
と
同
時
に
お
詫
び
申
し
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
と
し
て
、
当
日
の
若
年
者
来
場
者

数
が
著
し
く
少
な
く
、
目
標
数
字
に
遠
く
及
ば
な

か
っ
た
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
原

因
を
分
析
す
れ
ば
、
来
場
者
の
集
客
に
有
効
と
計

画
し
て
い
た
芸
能
人
の
招
致
失
敗
と
基
本
計
画 

 

と
し
て
の
開
催
時
期
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
開
催
時
期

に
関
し
て
は
大
手
企
業
の
求
人
活
動
や
公
務
員
試

験
と
の
兼
ね
合
い
、
広
報
期
間
が
夏
季
休
暇
と
重
な

る
点
を
考
慮
し
て
十
一
月
に
設
定
致
し
ま
し
た
。 

ま
た
本
年
六
月
、
品
確
法
と
建
設
業
法
、
入
契
法
の

一
体
的
改
正
が
行
わ
れ
、
建
設
業
法
に
「
建
設
業
団

体
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
・
確
保
の
責
務
」
が
明
記

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
と
し
て

、
こ
の
改
正
に
一
番
槍
を
付
け
た
い
と
い
う
功
名
心

も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
建
設
専
門
各

紙
の
他
、
開
催
当
日
と
そ
の
後
の
動
き
を
テ
レ
ビ
東

京
系
「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」
で
取
り
上
げ
て
頂
き
、

一
応
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
も
の
と
は
思
い
ま
す

が
、 

 

が
、
現
実
に
来
場
者
数
が
少
な
か
っ
た
こ

と
と
、
集
客
に
有
効
な
芸
能
人
の
招
致
失

敗
は
、
す
べ
か
ら
く
実
行
委
員
長
で
あ
る

私
の
責
任
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
、
ま
た
一
方
で
「
行
わ
な
け
れ
ば

良
か
っ
た
」
と
い
う
失
敗
で
は
な
か
っ
た

と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。 

建
設
業
界
の
人
材
不
足
は
火
を
見
る

よ
り
も
明
ら
か
で
あ
り
、
関
係
法
令
等
の

整
備
が
進
ん
で
き
た
と
は
い
え
、
一
日
で

も
早
く
実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
、
状
況
の

改
善
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
今
回
の
失
敗

を
、
遠
回
り
し
た
分
だ
け
成
功
へ
の
助
走

距
離
が
延
び
た
と
後
々
振
り
返
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
、
原
因
の
分
析
を
精
緻

に
行
っ
て
参
る
所
存
で
す
。 

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
終
的
に

問
わ
れ
る
成
果
は
、
来
場
し
た
若
年
者
が

参
加
企
業
十
九
社
に
何
名
就
職
し
た
か

で
あ
り
ま
す
。
説
明
会
の
冒
頭
、
私
は
「

取
り
た
い
人
材
よ
り
、
取
れ
る
人
材
を
求

め
て
欲
し
い
」
と
お
願
い
致
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 

 

頂
け
る
方
へ
の
お
渡
し
す
る
バ
ト
ン
は
、
倒
れ

込
み
な
が
ら
で
も
、
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
重
ね
て
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

ご
助
力
頂
い
た
関
係
者
各
位
へ
の
御
礼
と
お
詫

び
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
建
設
業
の
人
材
不

足
が
一
日
も
早
く
解
消
致
し
ま
す
よ
う
に
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

優
秀
な
人
材 

を
求
め
る
こ
と 

は
当
然
の
こ
と 

で
す
が
、
昨
今 

の
人
材
枯
渇
を 

痛
感
し
て
、
そ 

の
よ
う
に
申
し 

上
げ
た
次
第
で 

す
。 西

多
摩
よ
り 

参
加
さ
れ
た
企 

業
に
お
か
れ
ま 

し
て
は
、
再
度 

同
様
の
お
願
い 

を
さ
せ
て
頂
き
、 

僅
か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
我
々
の
声
が

け
に
応
え
て
く
れ
た
若
年
者
へ
職
を
与

え
て
下
さ
い
。 

今
は
ま
だ
次
回
の
開
催
を
検
討
で
き

る
状
況
で
も
時
期
で
も
、
私
の
立
場
で
も

な
い
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
三

多
摩
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
て

頂 

 

この度、「電線共同溝設置工事（２５西－北田園）」で、平成２

６年度東京都建設局優良工事表彰をいただきました。 

本工事は、福生市北田園一丁目から二丁目までの五日市街道南

側歩車道内における、施工延長約２５１ｍ、工期が平成２５年７

月２２日から平成２６年３月２６日までの電線共同溝敷設工事で

す。 

２４年度工事も当社で施工しており現場の状況はある程度把握

していました。 

 今回工事の留意点は、小学校やレストランなどが近接しており

その為第三者災害、中古車販売店が２店舗あり物損事故等が考え

られること。そして工程的には下水道、ＮＴＴ、東電との工事調

整がありました。 

第三者災害防止としては近隣の方々に日々声を掛けコミュニケ

ーションを大事にし、また週報を配布し施工状況等を理解しても

らえること、歩行者通路等の段差処理や作業体内に入らぬ様、閉

鎖処理を徹底しました。物損事故防止としては、展示車両やガラ

ス等の前面にはフェンスを設け、時には車両１台 1 台にシート養

生を行い防止しました。 

工程的には他企業の工 

事も考慮しての工期だっ 

たので特に問題なく調整 

できました。しかし２月 

に予想外の大雪に見舞わ 

れ、数日間工事ができず 

何日か雪かき作業を行う 

ことになりました。 

そのことが住民の方々 

や各店舗に感謝され、そ 

の後の工事はより順調に 

行うことができ、工期内検査ができました。 

やはり工事を行ううえで技術的なことは勿論のこと、近隣住民

の方々の協力、信頼があってのものだとつくづく感じました。 

 最後になりましたが、この工事に携わっていただいた協力会社

の皆様、そして西多摩建設事務所の皆様、大変お世話になりまし

た、また一緒に仕事ができればと思います。 

 ありがとうございました。 
 

 

電線共同溝設置工事（２５西ー北田園） 

      株式会社 興 栄  

現場代理人兼監理技術者 高橋 秀人 

 

施工体験記 

平成２６年度第１回経営講習会 報告 

            事業副委員長 大舘 貴之 

去る 平成２６年９月２５日、恒例となりました経営者講習会

を東日本建設業保証株式会社様と共催しました。 

今回のテーマは「安心・安全な現場・職場作りに欠かせない！」 

心をつなぎ絆を結ぶコミュニケーション実践法です。 

講習会講師は、８，０００人の登録講師がいる最大手講演エー

ジェントの人気講師ランキングで、ベスト１０入りを果たした森

川あやこ氏をお招きしました。 

主な項目を紹介しますと 

１．安心・安全のために！ ～毎日の中で心掛けたいコミュニ

ケーションチェック 

２．きっかけは笑顔から  ～現場内の人間関係をスムーズに

する笑顔・表情トレーニング 

３．作業効率を高める声・話し方  ～伝わる声・話し方・ 

反応法 

４．すれ違い・勘違い・思い込みを防ぐ ～わかりやすい指示

の出し方・伝わる伝達力 

５．心を一つに！ 互いの絆を結び合う  ～感じるチームワ

ークとコミュニケーション 

６．安心・安全は意識を持つこと！ ～自分を変える！習慣を

変える！トレーニング 

講習が始まると参加者全員が講師に引き込まれていくのがわか

りました。                 ２面につづく 
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 １０ 月 事 業 報 告  

３日 事業委員会 

 ６日 災害対策安全委員会 

９日 「若年者入職促進イベント」参加会社説明会 

１０日 広報委員会 ２４３号編集発行 

１４日 総務委員会 

１５日 理事会 

２３日 若手経営者の会役員会 

２６日 「若年者入職促進イベント」第５回実行委員会 

３０日 事業委員会    

 

 １１ 月 事 業 計 画  

４日「若年者入職促進イベント」 １２時３０分～ 

・多摩地区建設業 合同企業説明会開催   

・トークイベント ゲスト アンガールズ 

会 場：パレスホテル立川 ローズルーム 

 ５日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議 

平成２６年度研修（講演）及び総会開催 

時間 １４時～１６時３０分  

会場 羽村市コミュニティセンター 

          ３階ホール  

１０日 災害対策安全委員会 

１１日 広報委員会 ２４４号編集発行 

１４・１５日 東日本大震災被災地研修実施 

   訪問先 （一社法）みやぎ中小建設業協会 青年部会 

研修内容 ①現地建設業者との意見交換会 

        ②被災地の復興状況視察（石巻市他予定） 

                    災害対策安全委員会 

１９日 除雪機８台納車 

１９日 理事会 

２８日 平成２６年度 技術講習会 （災害対策安全委員会）  

時間 午後６時３０分～ 

会場 あきる野ルピア ３階 ホール  

  

 

第１６回 西多摩地区安全衛生大会 
日時 １２月３日（水）１３時～１６時３０分  

 羽村市生涯学習センター ゆとろぎ  小ホール 

 
 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2015年度開講講座〉 
 

◎２級建築士学科（日曜）コース  

講義日程 12月中旬スタート 

◎１級建築施工管理技士学科講座    

講義日程  2月初旬スタート 

◎１級土木施工管理技士学科講座  

講義日程  3月中旬スタート 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として 

青梅校を開講（６年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の 

連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

 日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

 

◇ 

お 

知 

ら 

せ
◇ 

①
平
成
二
十
六
度
技
術
講
習
会
開
催 

 
 

 

日
時 

十
一
月
二
十
八
（
金
曜
日
） 

 

午
後
六
時
三
十
～ 

 

会
場 

あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階 

ホ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

災
害
対
策
安
全
委
員
会 

 

②
第
十
六
回 

西
多
摩
地
区
安
全
衛
生
大
会 

 

日
時 

十
二
月
三
日
（
水
曜
日
） 

 

午
後
一
時
三
十
～
午
後
４
時
三
十
分 

会
場 

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
と
ろ
ぎ 

小
ホ
ー
ル 

主
催 

青
梅
労
働
基
準
監
督
署 

 

・
建
災
防
西
多
摩
分
会
他
三
団
体 

 

 毎日の中の心掛けたいコミュニケーションチェック、現場内の人間

関係をスムーズにする笑顔・表情トレーニングでは普段自分ではでき

ているようだけど、やってみたら思っていたより出来ていないと感じ

た方は多かったのではないかと思います。 
 終盤では理事長をはじめ会 

場全員で手をつなぎ、目を閉 

じた時に会場が少しざわつく 

ような場面がありましたが、 

このような経験をさせていた 

だいた事が、今後の組合活動 

に繋げていけるように感じま 

した。 

お忙しいスケジュールの中、 

ご講義いただきました森川講 

師、また、東日本建設業保証㈱ 

新宿支店長様、参加者の皆様方には感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

第９回 西多摩地区建設業界暴力団等排除協研修（講演）  

及び総会が開催  

されました。  

１１月５日（水）午後 

羽村市コミュニティセン 

ター３階ホールにて研修 

（講演）及び総会が開催 

されました。 

第１部 研修  

暴力団排除ビデオ（ＤＶＤ）視聴  

タイトル 「明日を拓く勇気」     

講演テーマ 「暴力団情勢と対応要領」について 

講師  警視庁組織犯罪対策第三課 

暴力団排除第一係長 山内 寛二  

質疑応答 

第２部 総会                    

 

 
 

 

 

平成２６年年度建設業労働災害防止月間 

   本期間 １２月１日～２７年１月１５日まで 

   スローガン  「無事故の歳末 明るい正月」 

 各社が実施する重点事項  

  ①経営トップによる特別安全パトロール実施 

    「労働安全衛生法令」、「建設業労働災害防止規程」等 

     の遵守確認。「安全衛生管理体制の確立および安全

衛生教育の実施等の確認 

②墜落・転落災害の防止    他 

   

 


